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「

號 三 十 六 百 三 第 誌 雜 學 物 動（29 ）

、

在
中
に

是

非
一

度

會
つ

て

日

本
に

於

け
る

。。｝・
φ

＝
，

ゆ
・。

ゴ

。

¢

＝
昌
同

 

の

話
を
聞

き
詑

い

と
の

事

で

あ

つ

沈
の

で
、

百
騷
。
．

・

動

。
h

目

自
雷
鉱
o
⇔

の

事

務

室
に

訪
問
し

セ
。

印

度
並

に

濠
洲

各
地
の

眞
」

珠
の

標
本
を

見
せ

ら
れ
セ、

又
一

ツ

支

那
産
の

も
の

だ

と
い

つ

て

今
迄
に

見
セ

事
の

な

い

国

屯
さ

　
の

短
い

扁
卆
な

眞
珠

分
を
見
せ

ら
れ・

日

本
に

も
こ

れ

が

居
ま
す

か

な

ど
よ

尋
ね

ら
れ
把

。

自
分

が

紐
育
に

居
だ
時
に

濠
洲
産
の

蝶

介
に

拇
指
大
の

介
付

翼
珠

を
付

け
陀
立
派
な

標
本
十
五

六

枚
を

見
把

事
が

あ
る

と
い

つ

陀

ら、

そ

れ
は

故
゜・

§〜
N

曳
ミ
の

仕
事
で

。，

§

堯
二
8
。

H
居

Φ
・。

。，
什

尻

聾

詳
・。

）

附

近
で

造
ら

れ
控

も
の

で

あ
る、

其

方
法
は

祕

密
に

さ

れ

て

居
る

が

併
し
日

本

流
の

方
法
と

ア

ナ
ロ

ガ
ス

な

う
と

想

像
せ

ら

れ

る
。

始
め

は
一

枚
百

弗
に

も
費
れ

把

と
の

こ

と
で

あ
つ

た
が

自
分
は

其

價
の

不

當

な
る

を

信

す
る

。

其

後

列
睦

到
氏
の

逝
去
と
共

に

其

事
業
も
淌
え
泥

様
で

後
の

話

し
を
聞
か

な
い

と
言
・

は

れ

把。

最

近

に

≧
爵

罠
民
の

費

表
ざ

れ

し
入
工

眞

珠
形
成
の

論
文
（

国
。
・】
 

か
5
湯
お
霞
一

三

年
九
月

號一

は

多
少
理

屈
に

叶
っ

て

居
る

で

は

あ

り

ま
せ

ん

か
、

併
し

實
際

禹
瑾
る

か

出

來
戯

か

は

保
證
が

出
來
濾

な

ど
ヌ

語
ら
れ
サ

　

ア

レ

ン

博
士、

大
正

二

年
の

暮

れ
に

プ

ヲ

マ

ス

の

臨

海

實
驗

所

を
訪
問
し
て

同

博
士

の

厚
遇

を
受

け
だ

。

例
の

硅

藻
の
ガ
ユ

ー

ア、

力

享
サ
を
績
け
て

研

究
さ

れ

て

居
陀

。

此

前
に

發

表
逃

れ
把

時
よ

う
今
日

は

除
程

進

ん
だ
新

し
い

結
果
を

得
柁
と
い

ふ

事
を

語

ら
れ

詑
。

遠
か

ら

す
し

て

叉

有

盤
な
る

論

文
が

繊

る

と
怨
ふ

。

靆
は

英
國
内
の

實
驗

所
中

最
も
よ

き

地
の

利
を

占
め

て

居

　

　

　

麋
　

　
蟲
）

　

O
ク

砌

ジ

ヨ

ウ

ぜ

タ

キ

に

就
て

●

る

の

で
、

寒
暖
爾

方
の

蛸

許
蠧
が

居
る

。

所
讃
佛
國

の

サ
ー

黨
シ

が

捕
れ

る

か

と
息
へ

ば

鰊
の

稚
魚
を

捕
へ

て

水

族
槽
に

飼
育
さ

れ

て

居
る

。

魚
卵
稚

魚
の

研

究
に
は

緇
好
の

場
所
で

あ
る。

ジ

タ

ヂ
〆

の

岩
壁

に

建
つ

て

居
る

此

實
驗

所
か

ら

軍
港
内
を
見

下
ろ
す

景
色

は

興
に

絶

景
で

あ
る

。

文

献
の

完

備
し
て

居
る

事
為

羨
望
に

堪

へ

韻
。

博
士

は

本
棚
の

中
に

我
が

動
物
學

雜
誌
の
一

部
分
の

飾
ら

れ
て

居
る

の

を
示
さ

れ

．

日

本

語
は

吾

等

最
つ

て

は

餘
り

に

難

澁
で

あ
つ

轟
解

す
る

こ

と

は

掲

賚
、

併
し
こ

う
し
て

蒐
集
し

て

置
け

ば

何
時
か

役
を

す
る

・

と

が

あ
る

と

箏
る

・

と

琶
れ

 
・

私
は

そ
の

意

味
深
長
な

る

を

威
謝

し
詑

．

此
處
に

は

先

年
日

本
を

訪
閙
さ

れ
陀
ク

・

レ

セ

イ

氏
が

海

洋
調
査
の

仕
事

を
し
て

居

ら
る

玄
。

（

了
）

　

　

　

　

　

（

妹
尾

秀
實
）

　

　

○
ク

ロ

ジ

旨

ウ

ビ

タ

キ

に

就
て

子

爵
松

罕

爨
氏
よ

り

近

來
朝

讐
り
得

砦
葉
の

内

湯

題
の

如

き
鳥
が

有
つ

沈
か

ら
と
て

余
に

示
さ

発
．

余
は
本

種
は

未
だ

我
國
の
・

あ
び

あ

う

な
」

に

は

初
め

で

の

鳥
と

思

尭
に

依
つ

て

此

處
に

叙
し

合
せ

て

氏
の

好

意
を

謝

す
。

　

記
載

、

嘴
及
び

脚
は

黒
色

。

頭

部、

脊
部、

胸

部
及
び

翼
の

小

　

　

雨

穫
眞
黒
に

し
て

稍
石

盤
青
色

を

帶
ぴ

セ

光
澤
が

あ
る

。

　

　

他
の

雨

覆
及

び
て

總
て

の

風
切
は

せ
ぴ

あ
色
に

し
て

大
雨
覆

　

　

家

列
風

切
及
び

小

翼
朋
に

は

狹
き

淡
褐
色
の

縁
が

あ

る
。

 

腰

　

　

部
上
下

尾
筒
及
び

尾
筋
は

豸
ウ

ビ

タ

キ

覧
る

如
き
赭
赤

　

　

色
に

し
て

最
上
位
の

中
央
尾
朋
は

先

端
に

近
ー
せ

ぴ

あ
色
を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　．
　
　
　

二

九
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（30 ）大正八年一月十五日

へ

雜
　

　

錬）
　

O
ノ

ス

9
の

雌r
雄
及

習

佳

　
　

帶
び

た

る

部
分
が

あ

る
。

　

　

　

　

・

　
．

大
さ、

翼
長、

二

寸
八

分
五

厘、

霧

峰
、

四
分

、

附
躔、

七
分

　
五

厘
。

　
　

産
地、

朝
鮮
咸一

鏡
北

道
。

　
　

以

上
の

記
載
よ

b
見
る

時

は

此
の

標

本
は

雄
に

し
て

學
名
を
ぱ

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
一

影
。

豊
。

鬘
富
。
。

ぎ
・

翕
・

・
節
・
・

艮

量
く

藝
旦
と
穩
す
る

も
の

で

蒙
古

、

支
那
の

北

部
コ

・

ノ

ー

ル

西
藏
等
に

産
し
冬
季
は

北

部
印

度
に

渡
り

行
く

鳥
で

あ

る
、

多
分
東
部
届

マ

ラ

宿
、

，

引
ツ

キ

ム

以

東
に

も
産

す
る
な

る

べ

し

と
バ

引
烈
〆

垣
氏

は
云
へ

b。

同
氏
の

記
載
に

依
れ

ば

雌
は

稍

友
色
を

帶
べ

る

禍
色
に

し
て

下

部
は

稍
其．

色
薄
く

翼
は
せ

び

ゆ
色
に

し
て

雄
に

見
る

が

如

き

所
に

同

樣
の

縁

が

あ
る

。

腰

部
其
の

他
の

部
分
は

雄
と
伺
様
で

あ
る

但
し

稍
其
色

が

褪
せ

て

居
る
、

卵
は

淡

青
色
で

無
紋
で

あ
る

と
ハ

ル

7
叱

ト

氏

は

云

つ

て

居
る

が

プ

レ

ス

ケ

氏
は

酒
凹

詔
ー

到
氏
の

探
集
せ

る

卵
に

よ

り
て

記
載
し
て

殆
ど
見

分
け

難
き

細
微
な

班
點
が

あ
る

と

」

云

ふ

て

居
る

。

其
の

大
さ

は
ハ 、
卿

7
ル

ト

氏
の

分

は

長

樫
一

九・

六

乃
至

二

〇．
五

糎、

短
徑
一

四・
七
乃

至
一

五
・

四

糎
で 、

勃
図

引

民
の

分

は

長
徑
一

九
・

五

糎
で

短
徑
が
一

四
叫

五

糎
で

あ

る

と
云

ふ
。

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
…

　

因

に

　
本

種
は

元
來

孱
彜
§
｝

5

葺
畜

覧
Φ

湊
Φ

其
oQ

窪
盞
o
亳

）

と

　
　

云

は

れ

把
る

鳥
で

あ
る

が

弓
げ

8
巳

2
円

磊

の

方
が

即

9
§
ヨ

　
　

よ

ウ

先
に

本

種

即
ち
ジ
。

ウ

ピ

タ

キ

の

類
に

用
ゐ

ら
れ

た

る

　
　

屬
名
な

る

に

よ

b
然
ー
捗
ぜ
ら
れ
又

種
名

日

母゚
・

は ，
跳

ン

刻

　
　

氏
が

歐
洲

産
の

じ

よ

う
び

だ

き
の

雌
の

老

鳥
に

誤
り

て

命
名

　
，
・

せ

る

も
の

が

古
く
よ

り

歐
…

凋

産
の

ク

ロ

ジ

ヨ

ウ

ゼ

タ

キ

に

誤

‘

‘

O

三

G

　
　

用
せ

ら
れ

だ

も
の

で

あ
る、

而

し
て

今
日

の

種

名
oo

ぼ
霞
8

　
　

は
小

亜

細
亜
ペ

ル

シ

ヤ

地

方
に

産
す
る

ク

ロ

ジ

ョ

ゥ
ど

タ

キ

　
　

に
鋪

メ

ー

列，

髭
が

命
名
せ

る

も
の

に

て

歐

洲
産
の

も
の

主

　
　

名
が

誤
用
せ

ら
れ

居
り

し
爲
め

歐
州

産
の

も
の

よ

わ

後
に
發

　
　

見
せ

ら
れ
だ

る

も

の

が

基

型
と

な

b
歐
粥
産
の

も
の

は

其
の

　
　

亜
種

と
し
て

巨
v

『

c・
σq

ま

邑
貯

霞

す
邑
胆

（

O
罫

）

と
稱
す
る

事

　
　

と
な

つ

た
の

で

あ
る

。

　

　

　

　

　

　

（

鷹
司

信
輔
）

　
　

●
ノ

ス

リ

の

雌
雄
及
習
性

　
ノ

ス

リ

の

雌
は
大

き
く
、

雄
は
比

較

的
に

小
さ

い
．

（

日

本

鳥

類
圖

詮

參
照
）

此

大
小
で

區
別

す
る

外、

雌
雄
を
一

處
に

駢
べ

て

劉
照

し
て

み

る

と、

雌
は

總
じ
て

褐
色
に

富
み、

雄
は

比
較

前
に

黒
み

が

勝
つ

て

ゐ

る

こ

と
が

わ
か

る
。

所
掲
の

實
例
の

向
つ

て

左

は

雌
で

右
は

雄
で

あ
る

。

　

雌、

翼
長
繭

尺
二

寸
五

分、

尾
長
七
寸
七

分
五

厘、

嘴
峰
九
分

迫

　

雄、

翼
長
一

尺
一

寸
六

分
、

尾
長
六

寸
七

分
五

厘、

階〃

峰
八

分

　
　
　
五

厘
。

　
日

本
鳥
類

圖
諡、

ノ

ス

リ

の

雄
の

條
に、

嘴
峰
二

寸
五

分、

と

あ
れ

ど、

實
醴
八

例
、

醐
製

標
本

十
數
例
の

實
測
に

徴

し
て
、

右

は

或
は

活
字
の

誤
植
な

る

べ

し
と
恕
は

る
。

　
幼
鳥
一

腹
三

羽
は
、

各
成
長
の

差
を
示

し、

長
は

大
き
く、

次

は

之

に

次

ぎ、

三

は

最

も
弱

し。

此

時
季
に

其

最
も
大

な
る

も
の

を
解

剖
し
て

觀
る

に

必

す
し
も

雌
な

ら

す
。

故
に

幼
鳥
の

雌
雄
を

釧

す
る

に

方

参、

成

鳥
の

例
に

準
じ
て

單
に

體

驪
の

大
小

を

標

準

告

　
甲

8

も
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